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＜連絡事項＞

・今まで内線電話しかなかったうみねこ幸房にPHSが設置されました。
　内線PHS番号は「911」です。
　これまで、ランチ・パンの予約等で、内線電話が繋がりにくくなっていましたが、　

　これからは内線電話が繋がりにくい場合は、PHSでも対応できるようになりました。

・コ・メディカル管理室(管理棟2階)には、3台の電話が設置してあります。

今後、この電話から外線通話をしたときは、所属部署に関わらず、必ず通話記録
への記載をお願いします。通話記録用紙はFAXの横にあります。

(動かさないで下さい)
くれぐれも記載漏れのないようお願いします。
不明な点は、コ・メディカルSGM　盛田沙織さんの方へ問い合わせするように、お

願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 清川　厚子様～本日正月外泊の為、内服薬セットを行っています。ホッチキスの

使用方法等を説明し、服薬に関して飲み忘れ等が分かった時は

すぐに連絡をして頂きたい事を伝えています。また。眼鏡が　　合わずに物が見えにくい事を話されています。正月外泊中に　眼鏡作成については相談するようご主人様へも伝え、了解されています。

本人用の目薬は持参しています。また、外泊中の過ごし方についてチェック表も渡し、スタッフより説明しています。

　　　　　　　　　帰院後は体重測定（外泊中1kg以上体重を増やさない事を

　　　　　　　　　目標としています。）と外泊状況・疲労感の観察・確認を

　　　　　　　　　行いましょう。

・木村　梅子様～正月外泊の為、外泊中の薬をスタッフ立会いで準備していますが落ち着きなく忙しいと繰り返し言いながら薬包を取っています。焦ってしまうと話されています。飲み忘れ等があった時はすぐに連絡をするように伝えています。外泊中は本人様より、「料理をしたり、掃除をしてきます。」と話され、御家族の迎えにより、出棟しています。帰院時、御家族様・本人様より、外泊時の様子の確認を行なっていきましょう。

・駒木　洋士様～正月外泊の内服薬をセットしています。今回は自らホッチキスで

止めたいと話されています。以後セットをしていますが、若干、集中力に欠けている様子あります。終了後再度、確認を行っています。飲み忘れ等があった場合はその日に連絡をする事。服薬は御家族にも確認して頂く事。本人了解しています。本人用のＴ字カミソリ、イソジン消毒4、サージテープ4枚持参。外泊中は食べ過ぎに気をつけ、睡眠を取るよう伝え出棟されています。御家族へ出棟した事を連絡し、注意力に欠ける様子がみられる為、服薬管理について協力を依頼しています。

・東海林　康之様～正月外泊の内服薬をセットしています。単独で行く予定でした

が、弟様が迎えに来られ喜ばれています。飲み忘れ等があった場合はすぐに連絡をするよう本人・御家族へ伝えています。

・稲垣　恵利子様～本日11時に医事チームより他の患者様へ小遣いを渡した際、「自分も毎月小遣いが5千円づつでも欲しい。」と話される事がありました。12/21の外泊でお父様より32,500円を頂いてきており、預かり金が増える事を伝えていますが、このままでいいとの事で、現在37,000円位がスタッフ預かりとなっていました。小遣いの管理方法について、本人様の意向を再確認し、担当スタッフは検討をお願いします。

















































